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中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤

陸
将
）
は
、
７
月
29
日
（
水
）

か
ら
８
月
18
日
（
火
）
の
間
に

第
３
師
団
（
師
団
長

梶
原
陸

将
（
当
時
）
）
等
に
よ
る
計
４

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

処
に
資
す
る
教
育
支
援
を
大
阪

府
等
に
お
い
て
実
施
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
の
説
明
に

加
え
、
感
染
防
護
衣
着
用
要
領

や
、
消
毒
要
領
に
つ
い
て
実
演

指
導
を
交
え
つ
つ
、
中
部
方
面

隊
の
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

民
間
宿
泊
施
設
従
業
員
等
に
伝

授
し
た
。

本
教
育
支
援
は
、
中
部
方
面

隊
が
地
元
と
の
信
頼
を
更
に
深

め
る
た
め
の
一
助
と
な
っ
た
。

８
月
15
日
（
土
）
、
第
10
師
団
（
師
団
長

鈴
木
陸
将
）

は
、
北
海
道
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
実
動
対

抗
演
習
参
加
の
た
め
、
北
海
道
の
上
富
良
野
演
習
場
に
向
け

て
前
進
し
た
。

第
10
師
団
は
、
同
演
習
場
に
お
い
て
準
備
訓
練
を
実
施
し

た
後
、
９
月
に
矢
臼
別
演
習
場
で
の
第
５
旅
団
と
の
実
動
対

抗
演
習
に
臨
む
。

第
10
師
団

北
海
道
で
の
実
動
対
抗
演
習
参
加

新型コロナウイルス対処に資する教育支援

駐屯地出発の状況乗船前の検温

フェリーへの乗船（隊員） フェリーへの乗船（車両）

新型コロナウイルスに関する教育 消毒要領に関する教育

消毒要領の実演指導 感染防護衣着用要領の説明

感染防護衣着用要領の実演指導

（写真は全て大阪府における教育）



（２）２０２０年９月１４日発刊号 中部方面隊広報紙

戦
車
実
弾
射
撃
及
び

対
空
実
弾
射
撃
訓
練

各
駐
屯
地
に
お
い
て
募
集
広
報
の
日
と
し
て
、
募
集
対
象

者
（
受
験
直
後
又
は
こ
れ
か
ら
受
験
す
る
者
）
及
び
そ
の
保

護
者
等
に
対
し
て
陸
上
自
衛
隊
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
各

師
・
旅
団
等
の
計
画
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

募
集
広
報
の
日
は
、
中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）

隷
下
の
第
３
師
団
（
師
団
長

梶
原
陸
将
（
当
時
）
）
、
第

10
師
団
（
師
団
長

鈴
木
陸
将
）
、
第
13
旅
団
（
旅
団
長

山
根
陸
将
補
（
当
時
）
）
、
第
14
旅
団
（
旅
団
長

藤
岡
陸

将
補
（
当
時
）
）
及
び
中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

芝
１

佐
）
が
主
体
と
な
り
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
実
施

中
部
方
面
総
監部

隊
視
察

８
月
４
日
（
火
）
か
ら
５
日
（
水
）
の
間
、
中

部
方
面
総
監
（
野
澤
陸
将
）
は
、
自
衛
隊
岐
阜
地

方
協
力
本
部
に
お
い
て
巡
視
、
懇
談
等
を
行
い
、

現
状
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
訓
示
に
お
い
て
は
統

率
方
針
及
び
要
望
事
項
を
周
知
し
た
。

募
集
広
報
の
日

中
部
方
面
総
監
部

幕
僚
長

離
・
着
任

８
月
24
日
（
月
）
、
第
36
代
中
部

方
面
総
監
部
幕
僚
長

木
口
陸
将
補

は
約
１
年
５
か
月
の
勤
務
を
終
え
、

防
衛
研
究
所
に
異
動
さ
れ
た
。

８
月
25
日
（
火
）
、
第
37
代
中
部

方
面
総
監
部
幕
僚
長
と
し
て
中
野
陸

将
補
が
着
任
さ
れ
た
。

防
衛
副
大
臣部

隊
視
察

第
13
旅
団
（
旅
団
長

山
根
陸
将

補
（
当
時
）
）
及
び
第
14
旅
団
（
旅

団
長

藤
岡
陸
将
補
（
当
時
）
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
戦
車
実
弾
射
撃
（
あ
い
ば

野
演
習
場
）
及
び
重
機
関
銃
に
よ
る

対
空
実
弾
射
撃
（
佐
多
射
場
）
を
７

月
下
旬
か
ら
８
月
中
旬
に
か
け
て
実

施
し
、
そ
の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

コンパス訓練体験（大津駐屯地）隊員との懇談（善通寺駐屯地）

対空実弾射撃

戦車実弾射撃

予備自衛官補との懇談

出迎えの状況

８
月
19
日
（
水
）
、
山
本
防
衛
副
大
臣
が
大
津

駐
屯
地
及
び
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
に
来
隊

さ
れ
た
。
山
本
副
大
臣
は
状
況
報
告
や
懇
談
等
を

通
じ
、
現
場
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
。

装備品展示（千僧駐屯地）

離任された木口陸将補

着任された中野陸将補

状況報告の状況

巡視の状況

漕舟訓練体験（海田市駐屯地）

し
た
。
各
師
・
旅
団
等
は

合
わ
せ
て
10
か
所
の
駐
屯

地
で
募
集
広
報
の
日
を
実

施
し
、
そ
の
参
加
者
は
約

８
０
０
名
を
数
え
、
募
集

対
象
者
等
の
自
衛
官
と
い

う
職
業
へ
の
関
心
の
高
さ

を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

各
師
・
旅
団
は
、
そ
れ

ぞ
れ
隊
員
と
の
懇
談
、
装

備
品
展
示
や
訓
練
体
験
等
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
た
。
特
に
大

津
で
は
１
泊
２
日
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
参

加
者
の
宿
泊
を
企
画
し
た
。

第
13
旅
団
は
、
海
田
市
駐

屯
地
で
施
設
隊
の
漕
舟
訓

練
体
験
を
実
施
し
た
。

い
ず
れ
の
駐
屯
地
に
お

い
て
も
工
夫
を
凝
ら
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、

参
加
者
が
自
衛
隊
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
の

機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

ラッパ吹奏（金沢駐屯地）



（３）２０２０年９月１４日発刊号 中部方面隊広報紙

イベント情報

本
年
度
の
記
念
行
事
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
の
影
響
に
よ
り
一
般
公

開
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
本
年
度
は

当
日
10
時
よ
り
ラ
イ
ブ
配

信
等
を
実
施
し
ま
す
。

中部方面隊 ６０周年記念行事

中部方面隊 ６０年の歩み

年

出
来
事

中
部
方
面
隊
発
足

日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
）
支
援

方面各隷下
部隊の改編

1984 1993

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
伴
う
災
害
派
遣

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
派
遣

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
災
害
派
遣

令
和
元
年
台
風
19
号
に
係
る
災
害
派
遣

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
災
害
派
遣

第
14
旅
団
及
び
中
部
方
面
航
空
隊
改
編

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
係
る
災
害
派
遣

ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
重
油
流
出
に
伴
う
災
害
派
遣

北
陸
雪
害
（
金
沢
）
に
伴
う
災
害
派
遣

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援

水
害
災
害
（
広
島
）
に
伴
う
災
害
派
遣

台
風
10
号
に
伴
う
災
害
派
遣

７
月
集
中
豪
雨
に
伴
う
災
害
派
遣

重
油
流
出
事
故
（
水
島
）
に
伴
う
災
害
派
遣

南
四
国
災
害
派
遣
（
台
風
５
号
・
６
号
）

水
害
災
害
（
隠
岐
島
）
に
伴
う
災
害
派
遣

改
編

第
２
混
成
団

豪
雨
災
害
派
遣
（
島
根
・
山
口
）

豪
雨
災
害
派
遣
（
広
島
）

上記のイベントについて実施・参加予定です
（令和２年９月１０日現在）。
新型コロナウイルス流行の影響により、日程等

を変更する場合がありますので事前にご確認くだ
さい。

第
１
次
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

第
５
次
ゴ
ラ
ン
高
原
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
国
際
緊
急
援
助
隊
派
遣

第
３
次
東
チ
モ
ー
ル
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

第
５
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
派
遣

ハ
イ
チ
国
際
緊
急
援
助
隊
派
遣

第
６
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
派
遣

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
緊
急
援
助
隊
派
遣

第
23
次
及
び
第
24
次
ゴ
ラ
ン
高
原
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

国
際
連
合
ネ
パ
ー
ル
政
治
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣

第
７
次
ハ
イ
チ
国
際
緊
急
援
助
隊
派
遣

第
５
次
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

第
13
・
14
次
ゴ
ラ
ン
高
原
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

第
４
次
ハ
イ
チ
・
第
31
次
ゴ
ラ
ン
高
原
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

第
14
旅
団
改
編

第
13
旅
団
改
編

第
32
次
ゴ
ラ
ン
高
原
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

第
９
次
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣

中部方面隊発足時の伊丹駐屯地

中
部
方
面
隊
は
、
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
年
）
１
月
14
日
に

発
足
し
、
今
年
で
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
節
目
に
中
部
方

面
隊
の
60
年
の
歩
み
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

第１次カンボジアＰＫＯ派遣

１９８８年に導入されたＦＨ７０

阪神・淡路大震災

２０１８年に導入された１６式機動戦闘車

〈中部方面隊〉
〈公式ホームページ〉
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０
１
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０
１
８

２
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１
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２
０

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
支
援

伊勢志摩サミット支援事前訓練

大
阪
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
支
援

実施
予定日

行事名 場所 問い合わせ先

延期
（１０月下旬から
１１月下旬ごろ）

あきつほっと安心
ネットチャレンジ
フェスタ

安芸津Ｂ＆Ｇ
海洋センター

広島地方
協力本部
082-221-2957

９月27日 ＣＨ－４７体験搭乗 明野駐屯地
三重地方
協力本部
059-225-0531

10月4日
中部方面隊創隊
６０周年記念行事

伊丹駐屯地
一般公開なし

ライブ配信等計画中

中部方面
総監部広報室
072-782-0001

１０月
上旬

国際学院大学学園祭
（高城祭）

国際学院
大学

広島地方
協力本部
082-221-2957

２
０
０
９

平
成
21
年
豪
雨
に
伴
う
災
害
派
遣



高
知
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
各
市
町
村
の
地
区
を
担
当
す
る

関
係
部
外
団
体
等
と
の
間
で
、
県
内
の
家
族
支
援
に
関
す
る

協
定
締
結
を
進
め
、
支
援
を
要
望
す
る
隊
員
家
族
の
居
住
す

る
全
て
の
地
区
（
46
コ
）
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
元
年
10
月
、
高
知
県
初
の
「
県
下

一
斉
安
否
確
認
」
の
実
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
本
訓
練
に
先
立
ち
、
同
年
７
月
に
高
知
駐
屯
地
体

育
館
に
お
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、

災
害
復
興
法
学
に
詳
し
い
岡
本
正
弁
護
士
（
東
京
在
住
）
に

よ
る
防
災
講
話
と
第
14
後
方
支
援
隊
等
に
よ
る
防
災
関
連
装

備
品
展
示
等
も
行
い
、
参
加
者
に
本
訓
練
の
重
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
状
況
で

実
施
さ
れ
、
家
族
支
援
地
区
担
当
者
28
名
、
家
族
支
援
対
象

家
族
86
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
で
は
地
区
担
当
者
が
対

象
家
族
宅
を
訪
問
し
、
ご
家
族
の
近
況
を
聞
き
取
る
ほ
か
、

避
難
場
所
を
含
め
た
経
路
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
安
否
確
認
の
実
効
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
区
担
当
者
か
ら
は
「
担
当
家
族
の
方
々
が
笑
顔
で
迎
え

て
く
れ
た
。
」
「
ち
ゃ
ん
と
待
っ
て
い
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
。
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
関
係
部
外
団
体
等
と
担

当
家
族
と
の
間
に
心
温
ま
る
良
好
な
関
係
が
構
築
で
き
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

高
知
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
今
後
は
訓
練
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
家
族
が
多
く
居
住
す
る
地
域
を
重
視
し
て
訓
練
を
行

い
、
漏
れ
の
な
い
家
族
支
援
態
勢
の
確
立
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第４５回）

高
知
駐
屯
地
業
務
隊

第１０９教育大隊
最先任上級曹長
（大津駐屯地）

陸曹長
岡部 隆宏

（４）２０２０年９月１４日発刊号 中部方面隊広報紙

ＣＳＭの提言

地本のチカラ

（連載第２０回：香川地本）

第
１
０
９
教
育
大
隊
最
先
任
上
級
曹
長
の
岡
部

曹
長
で
す
。
春
の
一
般
陸
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官

候
補
生
女
子
の
新
隊
員
教
育
は
、
各
部
隊
か
ら
の

支
援
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
隊
員
は
、
本
当
に
元
気
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
心
の
中
で
は
、
「
こ
の
先
、
務
ま
る
か
な
。
体

力
的
に
し
ん
ど
い
な
。
」
な
ど
、
色
々
な
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
者
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気

と
は
、
気
持
ち
の
根
本
で
あ
り
、
悩
ん
だ
り
壁
に

ぶ
つ
か
っ
た
時
に
、
「
よ
し
や
っ
て
や
ろ
う
。
」

と
思
う
気
の
持
ち
方
で
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
時
こ
そ
班
長
や
同
期
が

助
け
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
経
験
を

得
て
、
困
っ
て
い
る
人
が
居
れ
ば
、
そ
っ
と
手
を

差
し
伸
べ
ら
れ
る
優
し
い
気
持
ち
も
芽
生
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

教
育
大
隊
の
隊
員
は
、
被
教
育
者
（
新
隊
員
・

自
動
車
教
習
所
入
校
学
生
・
予
備
自
衛
官
等
）
に

対
し
、
定
め
ら
れ
た
時
間
で
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
限
ら
れ
た
時
間
で
、
た
だ
課
目
を
こ
な

す
の
で
は
な
く
、
個
人
の
特
性
に
応
じ
た
教
え
方

や
、
部
隊
で
即
戦
力
と
な
る
た
め
の
指
導
を
一
生

懸
命
に
行
い
、
自
ら
も
一
生
懸
命
に
学
ぶ
こ
と
が

大
事
で
す
。
被
教
育
者
は
、
そ
の
日
、
一
日
の
自

分
に
与
え
ら
れ
た
正
面
の
こ
と
を
、
一
生
懸
命
全

力
で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
各
人
が
教
育
目
的
を
認
識
し
、
実
の

あ
る
教
育
を
行
う
た
め
、
元
気
・
一
生
懸
命
に
取

り
組
み
、
将
来
を
担
う
隊
員
が
羽
ば
た
い
て
行
け

る
よ
う
精
進
い
た
し
ま
す
。

者
１
２
４
名
に
対
す
る
「
ふ
ゆ
づ
き
乗
員
と
の
懇
談
」
の
２
部
構

成
を
各
日
６
回
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の
対
策
と
し
て
、
検

温
・
手
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

の
確
保
等
を
徹
底
し
、
見
学
者
の
安
全
確
保
に
留
意
し
ま
し
た
。

「
艦
艇
特
別
公
開
」
は
、
１
回
当
た
り
最
大
30
名
の
見
学
者
を

３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
し
、
ふ
ゆ
づ
き
艦
内
の
設
備
を
肌
で

感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
懇
談
」
で
は
、
募
集
対
象
者
が
生
の

海
自
隊
員
の
声
に
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
将
来
の
仕
事
と
し
て
身
近
に
感
じ
る
良
い

体
験
と
な
っ
た
。
」
、
「
年
齢
の
近
い
隊
員
と
懇
談
で
き
た
こ
と

で
、
海
上
自
衛
隊
に
入
っ
た
後
の
未
来
予
想
図
が
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
で
き
た
。
」
等
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
今
年
度
か
ら
正
式
に
地
本
マ
ス
コ
ッ
ト
に

採
用
し
た
「
モ
リ
ー
ヌ
く
ん
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
香
川
地
本
の

式
野
１
尉
が
作
成
し
た
顔
着
ぐ
る
み
を
式
野
１
尉
自
身
が
着
用
し
、

参
加
者
へ
「
モ
リ
ー
ヌ
く
ん
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

香
川
地
本
は
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
に
万

全
を
期
し
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
最
大
限
活
用
し
自
衛
官
等
志
願
へ

繋
が
る
各
種
活
動
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

支援担当家族と家族会会長

防災関連装備品展示

香
川
地
本
（
本
部
長

梶
原
１
陸
佐
）
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の
た
め
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
等
を
自
粛
し
て
き
た
中
で
、
今
年
度
初
め
て
の

艦
艇
広
報
を
７
月
10
日
（
金
）
か
ら
13
日
（
月
）
の

間
、
香
川
県
坂
出
港
に
入
港
し
た
護
衛
艦
「
ふ
ゆ
づ

き
」
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

県
内
の
募
集
対
象
者
等
３
３
７
名
に
限
定
し
た

「
艦
艇
特
別
公
開
」
及
び
募
集
対
象
者
の
う
ち
希
望

特別公開の様子

懇談風景

香川地本マスコット「モリーヌくん」


